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【 は じ め に 】 卵 黄 反 応 （ L V） は 黄 色 ブ ド ウ 球 菌 （ S A）

の 判 定 上 重 要 な 性 状 で あ る 。 一 方 、 L V 陰 性 ( L V － ) S A

が 乳 汁 検 査 で 検 出 さ れ る こ と が 知 ら れ て い る 。 １ 酪 農

場 に お い て 卵 黄 加 食 塩 培 地（ S E Y）で ハ ロ ー 形 成（ h a l o :

コ ロ ニ ー 周 囲 の 透 明 帯 ） の L V－ S A を 分 離 し た こ と か

ら 、 S A の 清 浄 化 対 策 で L V－ S A の 検 出 漏 れ を 解 消 す る

た め 、 h a l o の 性 状 の 活 用 を 試 み た 。 【 材 料 及 び 方 法 】

１ 酪 農 場 で 3 2 か 月 間 、 搾 乳 牛 9 6 頭 か ら 乳 汁 延 べ 4 5 0

検 体 を 採 取 し 、 1 0 %及 び 1 6 . 7 %卵 黄 液 S E Y に 塗 布 後 、 3 7

℃ で 4 日 間 好 気 培 養 し た 。 分 離 菌 に つ い て L V、 h a l o、

コ ア グ ラ ー ゼ 反 応 、 同 定 検 査 、 S A ラ テ ッ ク ス 凝 集 反 応

を 実 施 し た 。さ ら に 、こ れ ら の 検 査 成 績 に 基 づ き N O S A I

と 協 力 し て 搾 乳 立 会 、 搾 乳 衛 生 指 導 を 継 続 的 に 実 施 し

た 。 【 結 果 】 S A は 実 3 6 頭 、 延 べ 1 1 2 検 体 か ら 分 離 さ

れ た 。 そ の う ち L V－ / h a l o＋ S A は 1 1 検 体 （ S A 検 体 の

9 . 8 %）か ら 分 離 さ れ た が 、対 策 1 2 か 月 後 以 降 、分 離 さ

れ な く な っ た 。搾 乳 衛 生 対 策 前 に 乳 房 炎 罹 患 牛 1 8 頭 中

1 0 頭 か ら S A が 検 出 さ れ た が 、 対 策 2 1 か 月 後 以 降 、 S A

に よ る 乳 房 炎 の 発 生 は 消 失 し た 。 【 考 察 】 当 該 農 場 の

L V－ S A は 以 前 の 検 査 で 見 逃 さ れ て い た 可 能 性 が あ る 。

h a l o の 性 状 を S A 検 査 で 活 用 す る こ と に よ り 、 L V－ S A

の 摘 発 が 可 能 と な り 、S A の 乳 房 炎 対 策 に 有 効 で あ る こ

と が 示 唆 さ れ た 。  


